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クション蛋白質 Claudin‐１の Rab５a介在性局在化はプロテアソームにより制御される（Rab5a-

mediated Localization at Cell-cell Contact Sites of a Tight Junction Protein Claudin-1 Is Regulated by Protea-

some in Endothelial Cells）（英語）．日本細胞生物学会．２００９，５．日本細胞生物学会大会講演要旨

集 ６１回，１８０．

１３ ＊郭 偉，佐藤 武，野出孝一：エアロビクスによるメタボリックシンドロームの予防効果 血中

の高分子量アディポネクチンを含む身体健康度と生活の質の変化．日本肥満症治療学会学術集会．



２００９，７．プログラム・抄録集 ２回，１０４．

１４ 阿南真由美，内藤和芳，青木茂久，山崎文朗，米満伸久，杉原 甫，戸田修二：脂肪組織は心筋細

胞のアポトーシスを促進し，増殖・分化を抑制する．日本内分泌学会．２００９，９．日本内分泌学会

雑誌 ８５：No．２号，７８５．

１５ 野出孝一：虚血性心疾患の立場から．第５７回日本心臓病学会学術集会ランチョンセミナー LS‐３２．

２００９，９，２０．

１６ 野出孝一：高血圧診療の New Wave．第５１回日本全国病院学会 鹿児島大会．２００９，１１，２９．

１７ 加藤 徹，井上晃男，稲垣 裕，磯部光章，野出孝一：安定狭心症患者のステント再狭窄には血清

レムナント様リポ蛋白とインスリン抵抗性が関係する．日本冠疾患学会．２００９．日本冠疾患学会雑

誌 Vol．１５：No．４，３７０．

１８ 平瀬徹明，野出孝一：【生体膜関連シンポジウム「脂質低下療法時代の生体膜研究」】心血管保護

薬としてのスタチンの多面的作用．膜 Vol．３４：No．５，２４９‐２５３．２００９．Vol．３４：No．５，２４９‐２５３．

１９ 挽地 裕，松本万夫：インターベンション１．第５７回日本心臓病学会．２００９，９，１８．

地方規模の学会

１ 野出孝一：高血圧と心腎連関．第１０７回日本循環器学会近畿地方会ランチョンセミナー４．２００９，

６，２０．

２ 野出孝一：シンポジウム「佐賀県における地域医療連携の現状と課題」．日本医療マネジメント学

会 第８回佐賀支部学術集会．２００９，２，７．

３ 挽地 裕：DESで分岐部病変に挑む．JACCT & JSIC九州合同地方会（ランチョンセミナー）．２００９，

８，２８．

４ ＊藤松大輔，矢沢みゆき，徳島 卓，挽地 裕：分岐部病変の側枝アプローチに reversed guidewire tech-

niqueが有用であった一例．CVIT九州地方会（第１６回日本心血管インターベンション治療学会九

州地方会）．２００９，８，２８‐２９．

５ 挽地 裕：DESで分岐部病変に挑む．CVIT九州地方会（第１６回日本心血管インターベンション治

療学会九州地方会）．２００９，８，２８‐２９．

６ ○人見聡美，浅香真知子：当院の心大血管手術症例に対する心臓リハビリテーションの現状．第４回

九州心臓リハビリテーション研究会．２００９，９，１３．

７ ○竹井健夫，浅香真知子：当院の心臓リハビリテーションの現状と課題．リハビリテーション医学会．

２００９，１０，１０．

８ ○永野智子，浅香真知子：当院における心大血管疾患リハビリテーションの現状と課題．第２６回日本

リハビリテーション医学会 九州地方会．２００９，９，１３．

９ 錦戸利幸，野出孝一，井上晃男，橋本重正，吉田和代，佐久間理史，山本唯史：洞不全症候群と心

不全を発症した筋緊張性ジストロフィーの１例．第１０６回循環器学会九州地方会．２００９，６，７．

１０ 多胡素子，中村郁子，小野槇子，佐久間理史，吉田和代，橋本重正，井上晃男：妊娠・手術を契機

に臨床症状を呈した先天性 AT３欠損症の一例．第１０６回循環器学会九州地方会．２００９，６，７．

１１ 山元芙美，佐久間理吏，松下哲也，石崎正彦，片山敏郎，橋本重正，岩崎義博，野出孝一：劇症型

心筋炎により多彩な刺激伝導系障害をきたした１例．第２８７回日本内科学会九州地方会．２００９，１１，１．

その他の学会

１ 琴岡憲彦：３T心臓MRI検査の有効性．第２回 SCMR Japan Chapter研究会．２００９，８，８．



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 野出 孝一 大和証券ヘルス財団 第３６回調査研
究助成

高齢者における心不全在宅医療の推進
に関する研究

１，０００

危機管
理医学
講座
講 師

琴岡 憲彦 医科学応用研究財団 血管炎症マーカー pentraxin３（PTX

３）を標的とした動脈硬化症プラーク
分子イメージングのためのナノ粒子
MRI造影剤の開発

１，０００

危機管
理医学
講座
講 師

琴岡 憲彦 木村記念循環器財団 新規動脈硬化バイオマーカーを用いた
MRIによる不安定プラークイメージ
ング法の開発

５００

教 授 野出 孝一 三井住友海上福祉財団 高齢者福祉 高齢者における心不全在宅医療の推進
に関する研究

１，６００

教 授 野出 孝一 日本心臓財団 積極的降圧治療の有効性と安全性及び
QOLに関する研究

６，０００

教 授 野出 孝一 厚生労働科学研究費補助金 医療技術実用
化総合

日本人糖尿病合併冠動脈疾患患者にお
いて積極的脂質低下・降圧療法の妥当
性問うランダム化臨床試験および観察
研究

４，０００

教 授 野出 孝一 日本学術振興会科学研究費
補助金

基盤 C 薬剤溶出性ステント後の再内皮化誘導
療法に関する研究

３，７７０

教 授 野出 孝一 財団法人臨床研究奨励基金 ２型糖尿病患者における DPP-IV阻害
薬の有効性と安全性に関する研究

９７０

講 師
医 員

琴岡 憲彦
佐久間理史

平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成事業
【基礎】

新規血管炎症マーカーPTX３を標的と
したMRIによる動脈硬化分子イメー
ジング法の確立（代表：琴岡 憲彦）

８８０

講 師 挽地 裕 平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成事業
【臨床】

マイクロフォーカス CTを用いた，薬
剤溶出性冠動脈ステント(DES)の評価
と新しい冠動脈ステントの作成

１，０００

助 教
教 授

明石 真
野出 孝一

平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成事業
【基礎】

体内時計機能不全と生活習慣病発症の
分子的相関
（代表：明石 真）

７９２

２ 小松愛子，平瀬徹明，浅香真知子，野出孝一：AngintensinⅡ Stimulates Endothelial Cell Migration via

SIRT 2-mediated Deacetylaion of a-tubulin.The 10 th US-Japan-Asia Dialogue on Cardiovascular Disseases

and Young Investigator Competition. 2009, 8, 22.

３ 小松愛子，平瀬徹明，浅香真知子，野出孝一：血管内皮細胞においてアンジオテンシンⅡにより誘

導される微小管再構築と細胞遊走．第１６回 九州血液血管研究会．２００９，１０，２４．

４ 浅香真知子，平瀬徹明，野出孝一：血管内皮細胞における Rab５aによるタイトジャンクション蛋

白 Claudin‐１の局在制御機構．CTRC．２００９，２，７．

５ 野出孝一：血管炎症と内皮細胞．第１４回血管病理研究会．２００９，１０，１０．

研究助成等


